
No.12 別 紙 

１　活動名　 満蒙開拓平和記念館　はじめの一歩の学習会　NO.2  

  満蒙開拓から私に繋がる歴史～戦争がなければ生まれてこなかったこの命～ 

２　研修の目的 

（1)　本市における課題　 

終戦から75年、戦争を知っている世代の高齢化は進んでおり、戦争の記憶は急速に失われつつあ

る。戦争の悲惨さを知り、平和を維持することが大切である。 

（2）研修の必要性　 

信州の満蒙開拓平和記念館が発信する被害、加害の歴史を知ることで、松本市の平和行政を推進

する。 

（3）研修項目　研修内容と同じ 

3　研修内容 

（1）日時　令和3年2月21日（日）～3月7日（日） 

（2）会場　オンライン（YouTube視聴） 

（3）出席者　1名　神津 ゆかり 

（4）内容 

　ア 講演 満蒙開拓から私に繋がる歴史～戦争がなければ生まれてこなかったこの命～　 

 講師　大橋春美氏（中国帰国者二世）　　 

講師プロフィール　 

1970 年中国遼寧省生まれ。祖父母は満蒙開拓団員として下伊那郡豊丘村から旧満州に渡り、中ソ国境近く

に入植。戦後の混乱の中で中国に残された父親はやがて結婚し、子ども４人を育て上げた。1978 年、家族

６人で祖父母の故郷、長野県に帰国。 

（5）成果・所感等 

かつて中国東北地方に13年間だけ存在した『満州国』へ日本から開拓団として約27万人が、ここ

信州からも多くの方が現地へ渡った。日中双方に多くの犠牲を生んだ満蒙開拓。残留婦人を祖母

に、残留孤児を父に持つ大橋春美さん。中国帰国者二世として平和への思いをうかがいました。

国策という名の下に、中国という日本ではない場所に日本を人為的に作り、日本人を送り込んだ

歴史を直視することで、戦後日本の歩みと平和を維持する努力の大切さを知りました。 

4　政務活動費 

（1）使途項目　研究研修費 

（2）支出額　　参加費　  1,000円


